
○ 目的

○ 事業概要

1125－

平成２４年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 62消防本部消防総務課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

事業内容

継 続

消防活動支援事業

現在１１７名の方が在籍しておられ、消防署、消防団
が行う消火、救急、救助、避難誘導、警戒区域の設定等
の活動を支援しています。
また、年２回消火・応急処置等の講習会を実施し知
識・技能向上に努めています。

ゼロ予算

火災等の災害発生に伴う被害軽減に寄与するため、消
防活動の支援を行う。また、地域に身近な方の入隊によ
り市民の防火意識啓発が図れ、各種災害活動に対して消
防体制の強化につなげる。

消防活動支援隊の訓練風景



○ 目的

○ 事業概要

事業内容

継 続
新規・拡充
継続の別

京田辺市消防本部では、現在２２名の救急救命士が在
職しており、救命率・社会復帰率の向上を目指し、救急
救命士育成計画により、救急救命士養成所に入校させ、
約６ヶ月の教育を受け国家試験を受験させています。

１，９８０千円

救急救命率向上と、救急体制の充実強化に向け救急救
命士を育成する。

救急救命士による小学生を対象にした救命講習会風景

救急救命士育成事業

－

平成２４年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 63消防本部消防総務課

事業名

予算額

1125



○ 目的

○ 事業概要

担当所属名 直通電話番号

事業内容

1125

継 続

－

消防団員の育成・強化事業

63消防本部消防総務課

火災を想定した消防団による小型ポンプ操法訓練風景

地域における防災の要となる消防団員の育成・強化を
図る。

多種多様化する災害に対して迅速、的確に対応するた
め、学校教育機関等に入校し、専門的な講習や研修等を
受講させ消防団員を育成することにより、非常備消防力
の強化を図り、災害から市民の安全を守っています。

３９５千円

平成２４年度 当初予算主な事業

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別



○ 目的

○ 事業概要

非常備消防力の強化を図ることにより、複雑多様化す
る災害から市民の安全を守るための資機材として、防火
衣及びライト等の更新を行う。

事業内容

継 続

消防団資機材の充実

１，３８９千円

地域防災の要となる消防団の資機材を計画的に更新し
充実を図る。

－

平成２４年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 63消防本部消防総務課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

1125

消防団による消火訓練風景



○ 目的

○ 事業概要

平成２４年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 63消防署

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

1125

事業内容

継 続

消防資機材の充実

－

６，４４０千円

各種災害等への対応力を高め機動的な消防活動を行う
ため、消防力の整備指針を基に現有する消防資機材等を
点検整備するとともに、地域事情に即した適切な消防資
機材を導入し、消防体制の充実強化を図る。

人口増加や複雑多様化する災害に迅速に対応し、ま
た、緊急消防援助隊として都道府県を越え被災者の救出
や消火活動に対応できる消防資機材の充実強化を図る。

緊急消防援助隊による東日本大震災の捜索風景



○ 目的

○ 事業概要

防火教育の一環として児童の防火意識の高揚を図り、
また、クラブ員の児童と協力して市民への防火啓発活動
を実施する。

各クラブ（幼稚園）での防火指導予防運動期間中にク
ラブ員と合同で街頭啓発活動を実施し、防火に関するパ
ンフレット等を市民に配布する。

事業内容

継 続

幼年消防クラブの育成指導

３０千円

幼年消防クラブによる街頭啓発活動風景

－

平成２４年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 63消防本部予防課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

7826



○ 目的

○ 事業概要

平成２４年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 63 7826

１，６２９千円

市内の各自治会等における自主防災組織の育成指導を
実施し、市全体の防災体制の強化を図る。

総合的な防災体制の確立に向け、災害時に市民、行政
及び関係機関が連携して迅速に対応することができる防
災体制を強化し、「自分の身は自分で守る」「身近な地
域で助け合う」意識の育成を図り、自主防災組織として
の活動要領の指導を実施する。

事業名

予算額

事業内容

継 続
新規・拡充
継続の別

自主防災組織の育成指導

自主防災会による訓練風景

消防本部予防課 －



○ 目的

○ 事業概要

各区・自治会設置の消火栓用器具庫

区・自治会が消火栓用器具を整備する事業に対し、助
成を行う。

消火栓用器具整備事業

継 続
新規・拡充
継続の別

１，０９７千円

－

平成２４年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 63消防署

事業名

予算額

事業内容

1125

火災の発生時において、消防隊が現場に到着するまで
の間、住民が消火栓による消火又は延焼の防止に協力し
ていただき、迅速な消火活動を実現する。



○ 目的

○ 事業概要

７，９７５千円

地域防災の要となる消防団の資機材を計画的に更新し
充実を図る。

非常備消防力の充実、強化を図ることにより、多種多
様化する災害から市民の安全を守るため、消防団積載車
及び小型動力ポンプの更新を行う。

新規・拡充
継続の別

7825

事業名

予算額

小型動力ポンプ付積載車

消防団車両等の更新配備

－

平成２４年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 63消防本部消防総務課

事業内容

継 続



○ 目的

○ 事業概要

事業内容

継 続
新規・拡充
継続の別

２７，８０８千円予算額

高規格救急車

事業名 高規格救急車の更新配備

－

平成２４年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 63

震災をはじめとする大規模災害に対応可能な広域的応
援体制の強化を図り、救急活動を安全・円滑に実施す
る。

救急業務の高度化、救命率の向上のため、救急車の更
新計画に基づき更新する。

消防署 1125


